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全業種総合
当期実績 来期予想

96 86 89.6% 1～3月期 4～6月期

50 42 84.0% 業　　 況 2.5 3.8

116 102 87.9% 売 上 額 ▲ 1.3 1.1

92 79 85.9% 収　 　益 ▲ 2.3 ▲ 1.4

94 79 84.0% 資金繰り ▲ 6.5 ▲ 5.7

52 44 84.6% 人　 　手 ▲ 43.3 ▲ 39.7

500 432 86.4% 設備状況 ▲ 13.5 ▲ 13.0

 

合　　計

依頼数 回答数 回答率

製　造　業
卸　売　業
小　売　業
サービス業
建　設　業
不動産業

2019年1～3月期 

No.47 
 目 次 

 １．調査時期 
   平成31年3月上旬 
 ２．調査地域 
   神奈川県横須賀市、逗子市、三浦市、三浦郡葉山町 
       鎌倉市、横浜市、川崎市、藤沢市、茅ヶ崎市、大和市 
   綾瀬市、高座郡寒川町 
 ３．調査方法 
   調査員による面接聞き取り方式、または対象企業先 
   による直接記入方式 
 ４．分析方法 
   各質問項目で、「増加」（上昇）したとする企業が全体 

   に占める構成比と、「減少」（下降）したとする企業の 
    構成比との差（D.I.）を中心にして分析を行いました。 

 本レポートは、情報提供のみを目的とした標記時点における当金庫の考え方を示したものです。
施策実施等に関する最終決定は、ご自身の判断でなされますようお願いします。また、この資料
は、当金庫が信頼できると考える情報源から得た各種データに基づいて作成されていますが、そ
の情報の正確性および完全性について当金庫が保証するものではありません。 

 調査先および回答状況 ・ 全業種総合 

 調査概要 
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　当期実績（平成 31年1 ～ 3月期実績）
　来期予想（平成 31年4 ～ 6月期予想）
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 全業種総合 

  当期の業況判断D.I.は2.5と、対前期比0.6ポイ 

ントの低下となりましたが、3期連続のプラス水準 

となりました。地区別に見ると、横須賀地区、藤沢 

地区は低下となりましたが、プラス水準を維持し、 

横浜地区は3.4ポイントの改善となりプラスに転じ 

ました。業種別に見ると、卸売業、小売業、不動 

産業は改善し、特に不動産業は二けたの改善と 

なりました。製造業、サービス業、建設業は低下と 

なりました。全業種の来期予想D.I.は3.8と、業況は 

プラス水準を維持する見込みです。 

 当期の売上額判断D.I.は▲1.3と、対前期比2.2 

ポイントの低下となりマイナスに転じました。業種 

別に見ると、建設業と不動産業が改善となり、他 

の業種については低下となりました。対前年同期 

比の売上額判断Ｄ.Ｉ.は▲5.8と、10～12月期から 

3.5ポイントの低下となりました。全業種の来期 

予想Ｄ.Ｉ.は1.1と、売上は改善し再びプラスに転じ 

る見込みです。  

 

 当期の収益判断D.I.は▲2.3と、 対前期比0.2ポ 

イントの小幅低下となりました。業種別に見ると、 

建設業と不動産業は改善となり、製造業は横ば 

い、卸売業、小売業、サービス業は低下となり 

ました。対前年同期比の収益判断D.I.は▲7.7と、 

10～12月期から3.4ポイントの低下となりました。 

全業種の来期予想D.I.は▲1.4と、マイナス水準 

ながらも、収益は小幅改善する見込みです。 
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D.I.

▲ 7.3

▲ 6.5

▲ 5.7

D.I.

▲ 46.6

▲ 43.3

▲ 39.7

D.I.

▲ 21.5

▲ 13.5

▲ 13.0

 当期の資金繰り判断D.I.は▲6.5と、対前期比0.8 

ポインとの小幅改善となりました。業種別に見ると、 

不動産業が二けた改善となりましたが、小売業に 

ついては、小幅改善したものの厳しい水準となり 

ました。全業種の来期予想D.I.は▲5.7と、資金繰り 

は小幅ながらさらに改善する見込みです。 

 当期の雇用状況判断D.I.は▲43.3と、対前期比 

3.3ポイントの改善となりましたが、依然として厳し

い水準となりました。特に、建設業が8.1ポイント低

下し、▲67.0と非常に厳しい水準となりました。来

期予想については、全業種のD.I.は▲39.7と、小幅

改善するものの、厳しい水準が続く見込みです。
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  ５． 雇  用 

  ４． 資金繰り 

  ６． 設備状況 

  当期の設備状況判断D.I.は▲13.5と、マイナス 

水準ながらも、対前期比8.0ポイントの改善となり 

ました。全業種の来期予想D.I.は▲13.0と、不足 

感は小幅ながらさらに緩和する見込みです。 

 

 

  

景気動向調査の結果について 

 全国の景況は、内閣府発表の景気動向指数（2019年1月分）において、「一致指数の基調判 

断：景気動向指数は下方への局面変化を示している。」とありますが、景気ウォッチャー調査 

（2019年2月分）においては、「緩やかな回復基調が続いている。先行きについては海外情勢 

等に対する懸念もある一方、改元や大型連休等への期待がみられる。」とあり、前月の同調 

査から上方修正されています。 

 神奈川県の景況は、日本銀行横浜支店発表の神奈川県金融経済概況（2019年3月分）にて 

「概況：県内景気は緩やかに回復している。」とありますが、「実体経済 （１）輸出：基調として 

増加している。」とされており、前月の同概況から下方修正されています。 

 このように全国・県内ともに景気判断の節目にあるとみられ、良好と悪化の判断は混在して 

いる状況にあると思われます。 

 今回実施の当金庫景気動向調査においても、全業種総合における業況はプラス域ながら、 

売上及び収益には回復の余地があり、一概に良化したとは言えない結果となりました。 

 全業種地区別の業況の判断においても地区によってばらつきがあり、横須賀地区および藤 

沢地区は前期比低下の後、来期予想では上昇、横浜地区は前期比上昇の後、来期予想では 

低下となっています。 

 横浜地区が他地区に先んじて景気の後退局面を感じ取っている可能性もありますが、横浜 

地区のみ当期の業況がマイナス域からプラス域に移行している事より、難しい判断に迫られ 

先行きは不透明といえます。 

  

3 かなしん　景況レポート



 横須賀地区

 

 

  

イントの
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た。対前年同期比

10

た。来期予想については、

はさらに低下する見込みです。

 

  

となりました。対前年同期比の収益判断

2.3

ました。来期予想については、

イナスに転じ、収益は低下する見込みです。

 

▲ 20 

▲ 15 

▲ 10 

▲ 5 

0

5

業況 売上額 収益 

（予想） 

 地区別の業況・売上・収益の推移 

▲ 25 

▲ 20 

▲ 15 

▲ 10 

▲ 5 

0

5

10

15

業況 売上 収益 

（予想） 

   業況 ・ 売上額 ・ 収益D.I.の推移 

4 かなしん　景況レポート



 横浜地区

 藤沢地区

 

3.4

いては

する

 

7.6

サービス

となりました

▲

しい

  

  

期比

来期予想

は

 

 

▲ 20 

▲ 15 

▲ 10 

▲ 5 

0

5

10

15

業況 売上 収益 

（予想） 

▲ 20 

▲ 15 

▲ 10 

▲ 5 

0

5

10

15

業況 売上 収益 

（予想） 

5 かなしん　景況レポート



　当期実績（平成 31年1 ～ 3月期実績）
　来期予想（平成 31年4 ～ 6月期予想）
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 製 造 業 

  １． 業  況 

  当期の業況判断D.I.は8.1と、対前期比2.4ポ 

イントの低下となりました。来期予想について 

は、D.I.は1.1と、業況はさらに低下するものの 

プラス水準を維持する見込みです。 

  ２． 売 上 額 

  ３． 収  益 

 当期の売上額判断D.I.は▲1.1と、対前期比 

6.9ポイントの低下となり、マイナスに転じまし 

た。対前年同期比の売上額判断D.I.は1.1と、 

10～12月期から8.5ポイントの低下となりまし 

た。来期予想については、D.I.は▲9.4と、売上 

はさらに低下する見込みです。 

 

  当期の収益判断D.I.は3.4と、対前期比横ばい 

となりました。対前年同期比の収益判断D.I.は 

2.3と、10～12月期から9.8ポイントの低下となり 

ました。来期予想については、D.I.は▲4.7とマ 

イナスに転じ、収益は低下する見込みです。     

 
40.2  

35.7  

31.7  

31.0  

28.0  

33.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

前年同期比収益 

前期比収益 

前年同期比売上額 

前期比売上額 

 

 

1.8

ついては

り

 

 

 

 

 

  

 

  

比

中

の

7.4

いては

に

 

幅低下となりました。

断

の低下となりました。来期予想については、

D.I.

みです。

 

          良 い                               悪 い 

                           普 通 

          多 い                               少ない 

業 況 

  

6 かなしん　景況レポート



D.I.

▲ 3.4

0.0

▲ 5.8

D.I.

▲ 48.2

▲ 40.6

▲ 36.9

D.I.

▲ 23.2

▲ 10.4

▲ 8.3

 当期の資金繰り判断D.I.は0.0と、対前期比 

3.4ポイントの改善となりました。来期予想につ 

いては、D.I.は▲5.8と、資金繰りは再び低下 

する見込みです。 

 当期の雇用判断D.I.は▲40.6と、対前期比 

7.6ポイントの改善となりましたが、建設業、

サービス業に次いで人手不足感が強い業種

となりました。来期予想については、D.I.は

▲36.9と、小幅改善するものの、依然として厳

しい水準となる見込みです。 

  ６． 設備状況 

  当期の設備状況判断D.I.は▲10.4と、対前 

期比12.8ポイントの二けた改善となりました。 

来期予想については、D.I.は▲8.3と、不足感 

は小幅ながらさらに緩和する見込みです。 
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1.5

ついては、

に緩和するものの、厳しい水準が続く見込み

です。

 

 

比

ついては

も

  ５． 雇  用 

  ４． 資金繰り 

  調 査 先 の コ メ ン ト 

 

○景気の良好も一段落してしまっています。  

○米中貿易摩擦、イギリスのＥＵ離脱等による情勢の変化は親会社に影響し、４月以降の受注減になるのではな 

    いかと懸念される。  

○スーパーに対する納品価格において、競合先との値下げ競争の結果、売上・利益が低下した。  

○鍛造（鋳造）金属部品製造業の生き残り策は、自動車・海運業向けを増加させることで見通し良くなると考える。 

   将来のため、若手育成が急務である。業界の基本動向は変化なし。これは業界が内向的・内向きな産業で、最 

   低の企業数が影響していると考える。我々基礎産業は最近まで海外調達が多かったが、Ｕターン現象おきてお 

 り、国内の経済動向が上向くこと期待する。 

○自動車の販売（登録車）が思った以上に悪く、期初の計画を下回っている。 

○予想外の受注があり対応に苦慮した。 

○消費税の税率引上げ及びオリンピックが景気に影響を与えると思われる。 

○２月から５月までの仕事は確保できているので、６月からの仕事に目下営業中です。 

○東京都で据え付け工事を施工しているが、オリンピック特需で活況である。先日、連絡があり、オリンピック期 

  間中、その前後は交通規制もあり、工事がストップするとのことで不安な面もある。  

○米中貿易戦争の動向を注視している。消費税率引上げによる環境悪化が懸念され、３度目の中止もあり得ると 

     思う。  
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　当期実績（平成 31年1 ～ 3月期実績）
　来期予想（平成 31年4 ～ 6月期予想）

D.I.

▲ 11.3

▲ 9.5

4.8

D.I.

▲ 4.5

▲ 16.6

9.7

D.I.

▲ 6.8

▲ 14.2

D.I.

▲ 6.8

▲ 7.1

2.4

D.I.

▲ 15.9

▲ 21.4

 卸 売 業 

 当期の業況判断D.I.は▲9.5と、対前期比 

1.8ポイントの改善となりました。来期予想に 

ついては、D.I.は4.8とさらに二けた改善とな 

り、業況はプラスに転じる見込みです。 

  

  

  

  

  

  ２． 売 上 額 

  ３． 収  益 

  当期の売上額判断D.I.は▲16.6と、対前期 

比12.1ポイントの二けた低下となり、全業種の 

中で最も低い水準となりました。対前年同期比 

の売上額判断D.I.は▲14.2と、10～12月期から 

7.4ポイントの低下となりました。来期予想につ 

いては、D.I.は9.7とプラスに転じ、売上は大幅 

に改善する見込みです。 

  当期の収益判断D.I.は▲7.1と、対前期比小 

幅低下となりました。対前年同期比の収益判 

断D.I.は▲21.4と、10～12月期から5.5ポイント 

の低下となりました。来期予想については、 

D.I.は2.4とプラスに転じ、収益は改善する見込 

みです。 
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です。

 

 

20.5  

21.4  

24.4  

47.7  

47.6  

56.1  

31.8  

31.0  

19.5  
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前期実績 

当期実績 

来期予想 

25.0  

21.4  

31.7  

45.5  

40.5  

46.3  

29.5  

38.1  

22.0  
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前期実績 

当期実績 

来期予想 

29.5  

21.4  

34.1  

42.9  

36.4  

35.7  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

22.7  

23.8  

24.4  

47.7  

45.2  

53.7  

29.5  

31.0  

22.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

22.7  

19.0  

38.6  

40.5  

38.6  

40.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

          良 い                               悪 い 

                           普 通 

          多 い                               少ない 

 

  １． 業  況 
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D.I.

▲ 4.5

▲ 7.1

▲ 9.7

D.I.

▲ 34.8

▲ 33.3

▲ 31.7

D.I.

▲ 18.6

▲ 21.4

▲ 17.0

  当期の資金繰り判断D.I.は▲7.1と、対前期 

比2.6ポイントの低下となりました。来期予想 

については、D.I.は▲9.7と、資金繰りはさらに 

低下する見込みです。 

  ５． 雇  用 

 当期の雇用判断D.I.は▲33.3と、対前期比 

1.5ポイントの改善となりました。来期予想に 

ついては、D.I.は▲31.7と、人手不足感は小幅 

に緩和するものの、厳しい水準が続く見込み 

です。 

  ６． 設備状況 

 当期の設備状況判断D.I.は▲21.4と、対前期 

比2.8ポイントの低下となりました。来期予想に 

ついては、D.I.は▲17.0とマイナス水準ながら 

も、不足感は小幅緩和する見込みです。 

設備状況 

人 手 

 

比

種の中で最も低い水準となりました。

については、

らも資金繰りは小幅改善する見込みです。

 

10.7

予想

は

水準

 

 

期比

種

想

和

 

7.0  

4.8  

4.9  

51.2  

57.1  

58.5  

41.9  

38.1  

36.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

2.3  

7.1  

7.3  

76.7  

64.3  

68.3  

20.9  

28.6  

24.4  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

資金繰り 

20.5  

16.7  

12.2  

54.5  

59.5  

65.9  

25.0  

23.8  

22.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

  調 査 先 の コ メ ン ト 

   ４． 資金繰り 

○取引先の工事が遅れているため、予定した売上の増加が６～７月頃にずれ込んでいる。    

 
 
  

 

 

  

 今年、４月１日より労働基準法等が順次、改正施行され「働き方改革」がスタートしました。 

働き方改革を行うに当たって、以下の対応が必要となります。 

・時間外労働を行う行うには、サブロク（３６）協定が必要です。 

・労働契約を締結する際は、労働者に対して、労働条件を書面等で交付する必要があります。 

・労働者１０名以上の場合は、就業規則の作成、届け出が必要です。 

・賃金台帳、労働者名簿などを作成する必要があります。 

・非正規の方を雇っている場合は、正規の方と比べて不合理な待遇差がないようにする必要が 

 あります。 

 なお、「働き方改革」に関連する様々なご相談にワンストップで対応できるよう、無料相談窓口 

として各都道府県に「働き方改革推進支援センター」が設置されています。 
 

  出典：厚生労働省ホームページ(https://mhlw.go.jp/) 

      リーフレット「応援します！あなたの会社の働き方改革」（厚生労働省） 

      (https:www.mhlw.go.jp/content/000485610.pdf)を加工して作成 
 

働き方改革がスタートしました！ 
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　当期実績（平成 31年1 ～ 3月期実績）
　来期予想（平成 31年4 ～ 6月期予想）

D.I.

▲ 6.0

▲ 5.0

5.2

D.I.

▲ 2.0

▲ 8.0

1.0

D.I.

▲ 6.0

▲ 7.9

D.I.

▲ 4.0

▲ 6.0

▲ 2.1

D.I.

▲ 9.1

▲ 5.9

 

比

期比の売上額判断

期から

予想については、

なり、売上はプラスに転じる見込みです。

 小 売 業 

  １． 業  況 

  当期の業況判断D.I.は▲5.0と、対前期比 

1.0ポイントの改善となりました。来期予想に 

ついては、D.I.は5.2とさらに二けた改善とな 

り、業況はプラスに転じる見込みです。 

 

  ３． 収  益 

 当期の売上額判断D.I.は▲8.0と、対前期比   

6.0ポイントの低下となりました。対前年同期比 

の売上額判断D.I.は▲7.9と、10～12月期から 

1.9ポイントの低下となりました。来期予想につ 

いては、D.I.は1.0とプラスに転じ、売上は改善 

する見込みです。 

 当期の収益判断D.I.は▲6.0と、対前期比 

2.0ポイントの低下となりました。対前年同期 

比の収益判断D.I.は▲5.9と、10～12月期か 

ら3.2ポイントの改善となりました。来期予想 

については、D.I.は▲2.1と、マイナス水準な 

がらも、収益はさらに小幅改善する見込み 

です。 

 

 

前年同期比収益 

前期比収益 

前年同期比売上額 

前期比売上額 

業 況 

 

  

 

6.0

い

D.I.

転

  

 

6.9

低い水準となりました。対前年同期比の収益

判断

ントの低下となりました。来期予想について

は、

収益は改善する見込みです。

28.3  
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21.1  
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45.0  

63.2  

34.3  
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15.8  
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 
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31.7  
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28.7  

41.0  

39.6  
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当期実績 
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23.2  

40.0  

37.4  

51.6  

32.0  

34.3  

25.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

31.6  

26.7  

27.6  

40.6  

40.8  

32.7  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

          良 い                               悪 い 

                           普 通 

          多 い                               少ない 

 

  ２． 売 上 額 

10 かなしん　景況レポート



D.I.

▲ 15.3

▲ 15.1

▲ 12.5

D.I.

▲ 47.0

▲ 36.3

▲ 34.3

D.I.

▲ 30.0

▲ 25.5

▲ 20.0

 当期の資金繰り判断D.I.は▲15.1と、対前期 

比0.2ポイントの小幅改善となりましたが、全業 

種の中で最も低い水準となりました。来期予想 

については、D.I.は▲12.5と、マイナス水準なが 

らも資金繰りは小幅改善する見込みです。 

  ５． 雇  用 

 当期の雇用判断D.I.は▲36.3と、対前期比 

10.7ポイントの二けた改善となりました。来期 

予想については、D.I.は▲34.3と、人手不足感 

は小幅に緩和するものの、依然として厳しい 

水準が続く見込みです。  

  ６． 設備状況 

 当期の設備状況判断D.I.は▲25.5と、対前 

期比4.5ポイントの改善となりましたが、全業 

種の中で最も低い水準となりました。来期予 

想については、D.I.は▲20.0と、不足感は緩 

和するものの、厳しい水準が続く見込みです。 

 

設備状況 

人 手 

 

 

期比

期予想

水準

込

 

 

 

3.5

次

来期予想

して

1.0  

4.0  

3.1  

51.0  

55.6  

59.4  

48.0  

40.4  

37.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

2.0  

1.0  

2.1  

66.0  

72.4  

75.8  

32.0  

26.5  

22.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

資金繰り 

17.3  

11.1  

8.3  

50.0  

62.6  

70.8  

32.7  

26.3  

20.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

  調 査 先 の コ メ ン ト 

  ４．資金繰り 

○理由は不明であるが、例年に比べ動き出しが良く感じる。  

○景気をよくするために消費税を引き下げた方がいいと思う。    

○人件費関係が収益を圧迫している。  

○小麦、乳製品の値上がりが気にかかる。意外に じわじわと来ている感じがする。  

○１月、２月と客足、売上ともに厳しい状況が続いており、景気下向きへの入口を感じる場面がある。今後の動向 

    を充分冷静に見極める必要がありそうである。  

○今期は納入先によっては、売上増加傾向が止まったと思われる先がある。伸び率は全体でも部門別でも申し分な 

  いが、超高額商品の仕入れが商品がないため出来ず、低価格の商品を大量に回転させて売上が伸びたと思いま 

   す。キャッシュレス化による支払いスパンの延長や消費増税による売上の冷え込みに対する対策に追われていま 

   す。 

○キャッシュレス決済は我が社位の小さい店には予算的に大きく関わってくるので、今後気をつけて注目しておきた 

  い。 

○取材による宣伝効果があった結果、お客様への認知度が広がり、売上げにつながったと考える。リピーターも見ら 

    れるようになった。  

○横浜中央青果市場は１月、２月とも前年対比８０％位の取扱額で、大型野菜を中心にやや安値である。 

○ アベノミクスの成果は全く感じられないが、当業界（眼鏡店）でいえば、まだ関西より関東のほうが良いと思う。  

○変化について行くのが大変である。  
 

○

    

    
 

○景気
 

○
 

○

    

 

○市（自治体）

 

○働

     
 
 

 

 

期比

来期予想については、

感は小幅に強まる見込みです。
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　当期実績（平成 31年1 ～ 3月期実績）
　来期予想（平成 31年4 ～ 6月期予想）

D.I.

▲ 4.1

▲ 10.1

2.5

D.I.

▲ 6.8

▲ 11.3

3.8

D.I.

▲ 12.3

▲ 8.9

D.I.

▲ 8.2

▲ 15.1

▲ 7.7

D.I.

▲ 15.0

▲ 20.5

  当期の売上額判断D.I.は▲11.3と、対前期 

比4.5ポイントの低下となりました。対前年同 

期比の売上額判断D.I.は▲8.9と、10～12月 

期から3.4ポイントの低下となりました。来期 

予想については、D.I.は3.8と二けた改善と 

なり、売上はプラスに転じる見込みです。 

 サービス業 

  １． 業  況 

  当期の業況判断D.I.は▲10.1と、対前期比 

6.0ポイント低下となり、全業種の中で最も低 

い水準となりました。来期予想については、 

D.I.は2.5と二けた改善となり、業況はプラスに 

転じる見込みです。 

  ２． 売 上 額 

 
当期の収益判断D.I.は▲15.1と、対前期比 

6.9ポイントの低下となり、全業種の中で最も 

低い水準となりました。対前年同期比の収益 

判断D.I.は▲20.5と、10～12月期から5.5ポイ 

ントの低下となりました。来期予想について 

は、D.I.は▲7.7と、マイナス水準ながらも、 

収益は改善する見込みです。 

前年同期比収益 

前期比収益 

前年同期比売上額 

前期比売上額 

業 況 

 

 

5.9

水準を維持しました。来期予想については、

D.I.

低下する見込みです。

 

 

 

 

 

 

11.3

年同期比の売上額判断

12

期予想については、

同様二けた低下となり、プラス水準は維持し

ましたが、売上は低下する見込みです。
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の
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プラスの
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19.0  

16.9  
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46.8  

58.4  

26.0  

34.2  
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来期予想 

16.4  

19.2  

52.1  

41.0  
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前期実績 

当期実績 
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          多 い                               少ない 

 

  ３． 収  益 
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D.I.

▲ 11.1

▲ 10.1

▲ 5.1

D.I.

▲ 46.5

▲ 43.0

▲ 42.8

▲ 19.1

▲ 8.8

▲ 11.6

  ４． 資金繰り 

 当期の資金繰り判断D.I.は▲10.1と、対前 

期比1.0ポイントの小幅改善となりました。来 

期予想については、D.I.は▲5.1と、マイナス 

水準ながらも、資金繰りはさらに改善する見 

込みです。 

 

  ５． 雇  用 

  当期の雇用判断D.I.は▲43.0と、対前期比 

3.5ポイントの改善となりましたが、建設業に 

次いで人手不足感が強い業種となりました。 

来期予想については、D.I.は▲42.8と、依然と 

して厳しい水準が続く見込みです。 

人 手 

資金繰り 

 

期比

想

ながらも

 

8.1

となりました

60.2

の

 

 

 

期比

た

不足感

   

 

13.9  

15.2  

14.3  

61.1  

59.5  

66.2  

25.0  

25.3  

19.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

2.7  

6.3  

1.3  

47.9  

44.3  

54.5  

49.3  

49.4  

44.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

 

  調 査 先 の コ メ ン ト 

○タクシー事業においては、特に従業員の高齢化による退職や急な体調不良による長期離脱が多く、最近、さらに 

    急増しています。これは当社に限ったことではなく業界全体で起こっている問題であり、需給バランスが崩れてき 

    ていることを実感します。その反面、収益は多少増加傾向にあります。  
 

○景気の上振れ、下振れの見極めが難しい状況である。  
 

○スクラップ業界自体は今期（３月までは）良さそうです。  
 

○ドライバーの退職にともない、車両が稼働してないため売上が落ちてしまった。４月以降はドライバーの入社や復 

    活のため、また元の売上に戻ってくると思われる。経費についても同様である。 

  

○市（自治体）の入札制度に疑問（不満）あり。地元中小企業の活性化になっていない。  

 

○働き方改革は労働者の方に改良点が多くあり改善する方向ですが、経営者側は対策をとるのに少なくともコスト 

     アップ（人を増やすこと等）が多々あり苦慮しています。  
 
  

  ６． 設備状況 

 当期の設備状況判断D.I.は▲8.8と、対前 

期比10.3ポイントの二けた改善となりました。 

来期予想については、D.I.は▲11.6と、不足 

感は小幅に強まる見込みです。 

 

設備状況 

2.7  

7.6  

5.2  

75.3  

75.9  

77.9  

21.9  

16.5  

16.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 
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　当期実績（平成 31年1 ～ 3月期実績）
　来期予想（平成 31年4 ～ 6月期予想）

D.I.

22.3

16.4

0.0

D.I.

6.4

17.7

2.5

D.I.

▲ 2.6

▲ 1.2

D.I.

0.0

7.5

2.5

D.I.

▲ 6.5

0.0

 建 設 業 

  当期の業況判断D.I.は16.4と、対前期比 

5.9ポイントの低下となりましたが、プラスの 

水準を維持しました。来期予想については、 

D.I.は0.0と二けた低下となり、業況はさらに 

低下する見込みです。 

 

 

 

  ２． 売 上 額 

  ３． 収  益 

 当期の売上額判断D.I.は17.7と、対前期比 

11.3ポイントの二けた改善となりました。対前 

年同期比の売上額判断D.I.は▲1.2と、10～ 

12月期から1.4ポイント改善となりました。来 

期予想については、D.I.は2.5と、業況判断D.I. 

同様二けた低下となり、プラス水準は維持し 

ましたが、売上は低下する見込みです。 

  

  

 当期の収益判断D.I.は7.5と、対前期比7.5 

ポイントの改善となりました。対前年同期比 

の収益判断D.I.は0.0と、10～12月期から6.5 

ポイントの改善となりました。来期予想につ 

いては、D.I.は2.5と、収益は低下しますが 

プラスの水準を維持する見込みです。  

26.3  

27.8  

40.8  

44.3  

32.9  

27.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

前年同期比収益 

前期比収益 

前年同期比売上額 

前期比売上額 

業 況 

 

 

 

15.7

中で最も高い水準かつ、改善幅も最も大き

な業種となりました。来期予想については、

D.I.

ス水準を維持する見込みです。

 

 

 

 

ポイントの

の

19.2

予想

する

39.5  

36.7  

20.8  

43.4  

43.0  

58.4  

17.1  

20.3  

20.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

33.3  

44.3  

23.4  

39.7  

29.1  

55.8  

26.9  

26.6  

20.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

31.6  

31.6  

34.2  

35.4  

34.2  

32.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

27.3  

35.4  

24.7  

45.5  

36.7  

53.2  

27.3  

27.8  

22.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

          良 い                               悪 い 

                           普 通 

          多 い                               少ない 

  １． 業  況 

 

4.0

比

から

来期予想

多少低下

見込
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D.I.

▲ 3.8

▲ 12.6

▲ 5.1

D.I.

▲ 58.9

▲ 67.0

▲ 60.2

D.I.

▲ 12.8

▲ 2.5

▲ 8.9

 当期の資金繰り判断D.I.は▲12.6と、対前 

期比8.8ポイントの低下となりました。来期予 

想については、D.I.は▲5.1と、マイナス水準 

ながらも、資金繰りは改善する見込みです。 

  ５． 雇  用 

 当期の雇用判断D.I.は▲67.0と、対前期比 

8.1ポイントの低下となり、非常に厳しい水準 

となりました。来期予想については、D.I.は▲ 

60.2と、人手不足感は小幅に緩和するもの 

の、厳しい水準が続く見込みです。 

 

 

  ６． 設備状況 

 当期の設備状況判断D.I.は▲2.5と、対前 

期比10.3ポイントの二けた改善となりまし 

た。来期予想については、D.I.は▲8.9と、 

不足感は再び強まる見込みです。 

    

 

3.8  

5.1  

3.8  

79.5  

87.3  

83.3  

16.7  

7.6  

12.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

2.6  

1.3  

3.8  

35.9  

30.4  

32.1  

61.5  

68.4  

64.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

設備状況 

人 手 

 当期

18.1

想

するもののプラス

す

 

資金繰り 

15.4  

16.5  

14.1  

65.4  

54.4  

66.7  

19.2  

29.1  

19.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

  ４． 資金繰り  

 

ほぼ

なりました

22.7

は

○来期への繰越工事受注が順調に推移している。  

 

○消費税率引上げのためか、大手メーカーは全体的に設備投資（開発投資）があり、当社では設備の入替、 

     移設工事の受注が増加した。来年度の工事・受注の見込みは本年度程ではなく厳しくなる様子である。 

  
○米中関係、英国のＥＵ離脱等、海外の影響がどのような形で得意先に関わるか注視している。また、消費 

     税増税による国内の動向にも注視している。  

 

○業況については、今後明るいが人材不足のため受注を控えている。 

  
○昨年の台風の影響もあり、仕事が倍増したことが売上げにつながった。 

 

○東京オリンピックを目指し都内がホテル建設ラッシュであるが、オリンピック閉会後、外国人観光客のみで 

    空き室が大量に出る可能性が大きいと思われる。  
 

  

  調 査 先 の コ メ ン ト 
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　当期実績（平成 31年1 ～ 3月期実績）
　来期予想（平成 31年4 ～ 6月期予想）

D.I.

2.4

18.1

13.6

D.I.

7.3

11.3

6.8

D.I.

4.8

▲ 9.3

D.I.

2.5

4.5

6.8

D.I.

9.7

▲ 9.5

 不動産業 

  １． 業  況 

  当期の業況判断D.I.は18.1と、対前期比 

15.7ポイントの二けた改善となり、全業種の 

中で最も高い水準かつ、改善幅も最も大き 

な業種となりました。来期予想については、 

D.I.は13.6と、業況は多少低下するもののプラ

ス水準を維持する見込みです。 

 

  ２． 売 上 額 

  ３． 収  益 

 当期の収益判断D.I.は4.5と、対前期比2.0 

ポイントの改善となりました。対前年同期比 

の収益判断D.I.は▲9.5と、10～12月期から 

19.2ポイントの大幅低下となりました。来期 

予想については、D.I.は6.8と、収益は改善 

する見込みです。 

前年同期比収益 

前期比収益 

前年同期比売上額 

前期比売上額 

業 況 

22.0  

38.6  

25.0  

58.5  

40.9  

63.6  

19.5  

20.5  

11.4  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

29.3  

38.6  

20.5  

48.8  

34.1  

65.9  

22.0  

27.3  

13.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

36.6  

30.2  

31.7  

30.2  

31.7  

39.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

28.2  

36.4  

20.5  

46.2  

31.8  

65.9  

25.6  

31.8  

13.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

39.0  

28.6  

31.7  

33.3  

29.3  

38.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

          良 い                               悪 い 

                           普 通 

          多 い                               少ない 

 当期の売上額判断D.I.は11.3と、対前期比 

4.0ポイントの改善となりました。対前年同期 

比の売上額判断D.I.は▲9.3と、10～12月期 

から14.1ポイントの二けた低下となりました。 

来期予想については、D.I.は6.8と、売上は 

多少低下するもののプラス水準を維持する 

見込みです。 
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D.I.

0.0

18.1

11.3

D.I.

▲ 31.7

▲ 31.8

▲ 22.7

　　　　
　　　

　　
　　
　　
　　
　

　　

 当期の資金繰り判断D.I.は18.1と、対前期比 

18.1ポイントの大幅改善となりました。来期予 

想については、D.I.は11.3と、資金繰りは低下 

するもののプラス水準を維持する見込みで

す。 

  ５． 雇  用 

人 手 

資金繰り 

17.1  

25.0  

18.2  

65.9  

68.2  

75.0  

17.1  

6.8  

6.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

0.0  

0.0  

2.3  

68.3  

68.2  

72.7  

31.7  

31.8  

25.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績 

当期実績 

来期予想 

  調 査 先 の コ メ ン ト 

  ４． 資金繰り 

 当期の雇用判断D.I.は▲31.8と、対前期比  

ほぼ横ばいとなり、依然として厳しい水準と 

なりました。来期予想については、D.I.は▲ 

22.7と、9.1ポイント改善となり、人手不足感 

は多少緩和する見込みです。 

 

 

  

消費税の軽減税率対策補助金について 
 

 

 

 

 

                

 

                

                 

 

○投資用建物（中古）の値下げが増えてきた。  

○不動産取引業は昨年末と比べると、状況は上向き傾向ではあるが相変わらず厳しい状況である。特に、高額物件 

    の売れ残りが目立つ。仕入価格の設定等慎重にならざるを得ない。  

○不動産業界としては動きが少し鈍くなっている。消費税増税に関連して売主は高値であり、買主は１０月以降を考 

    えている人が多いと思われます。  

○店舗の経営者（飲食業）から、年明けより客足が少なくなったと言われた。 

○マスメディアから発信されている日本国内の政治や経済のネガティブな情報から想像されるほどは不動産市況は 

  悪くないと感じています。特に当社の事業エリアとしている湘南、そのブランド価値は今なお根強い人気を誇ってい 

    ます。今後も東京・横浜のベッドタウンとしての役割を果たすべく、湘南藤沢を活性化させることを地元企業・不動 

    産業者として担っていかなければならないと思います。行政・地方自治体が中心となって新たな街づくりを推進して 

    行っている中で、持ち家であれ賃貸住宅であれ、その時代の中で求められる不動産を提供していくことが当社の使 

    命と考えています。  
 

 平成３１年１０月１日よりの実施が予定されている消費税の１０％への増税と同時に、軽減税率制度の 

実施も予定されています。この消費税の軽減税率制度への対策補助金についてご案内します。 
 

 軽減税率制度（複数税率）への対応が必要となる中小企業・小規模事業者の方には、複数税率対応レジ 

の導入や、受発注システムの改修等を行う際（リースによる導入も補助対象）に、その経費の一部を補助 

する「軽減税率対策補助金」の制度があります。 

 

軽減税率対策補助金の２つの申請類型 

○Ａ型（複数税率対応レジの導入等支援）・・・レジを使用して日頃から軽減税率対象商品を販売 

 している事業者が複数税率に対応するためのレジの導入・改修支援 

○Ｂ型（電子的受発注システムの改修支援等）・・・電子的な受発注システムを利用して軽減税率 

 対象商品を取引している事業者が、複数税率に対応するために必要となる機能の改修・入替支援 

 なお、軽減税率対策補助金等の詳細は、「軽減税率対策補助金事務局」にお問い合わせください。 
出典：国税庁ホームページ(https://www.nta.go.jp) リーフレット「よくわかる消費税軽減税率制度」（国税庁） 

(https://www.nta.go.jp/taxes/siraberu/zeimokubetu/shouhi/keigenzeiritsu/pdf/0018006-112.pdf)を加工して作成 
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①２０１９年１０月予定の消費税率引上げにあたって、政府はキャッシュレス決済をすればポイント還元する

　 ことを検討しています。こうしたキャッシュレス決済を推進する政府の姿勢に対して、御社ではキャッシュ

　 レスについてどのような対応を考えていますか。

　　　 

②御社では、取引先や顧客との決済にあたって、現在、どのようなキャッシュレス支払手段を活用していま
　 すか。

③御社では、取引先や顧客との決済にあたって、今後ともさらに活用していきたい、もしくは今後活用をしたい
　 と考えているキャッシュレス支払手段はありますか。
　 

  特別調査  ・・・・・ 「中小企業におけるキャッシュレスへの対応について」 

 現在活用しているキャッシュレス支払手段に 

ついては、クレジットカードとの回答が１３７社、 

次いで口座振替（自動引落）サービスとの回答 

が１３４社と多かった。活用していない・関係な 

いとの回答が１９４社と一番多かったのは、キ 

ャッシュレス決済が対消費者向けとのイメージ 

が強いことの結果と思われる。     

                                （３つまで複数回答） 

 今後とも活用していきたい、もしくは活用したい

キャッシュレス支払手段については、クレジット 

カード、口座振替サービスに次いで、スマート 

フォンによるＱＲコード決済が６１社、電子マネー 

が５５社と多かった。②での結果と同様の理由 

で、まったく関心がない・関係がないとの回答が 

１５３社と一番多かったものと思われる。         

                （３つまで複数回答） 

           

  「既に導入している」との回答が４９社で、導入 

予定が１４社、導入を検討しているが３２社、導入 

を検討したいが８１社と、計１７６社となり、本調査 

先のなかで対消費者向けキャシュレス決済の中 

心となる業種の小売業（回答数：１０２社）、サー 

ビス業（回答数：７９社）等の大半が前向きに対応 

を検討しているようである。         

 

 

60 

45 

133 

81 

32 

14 

49 

0 20 40 60 80 100 120 140

⑦わからない 

⑥そもそも関心がない・関係がない 

⑤導入する必要がない 

④今後、導入を検討したい 

③現在、導入を検討している 

②導入予定である 

①既に導入している 

194 

35 

134 

6 

1 

28 

4 

16 

6 

137 

0 50 100 150 200

⓪活用していない・関係ない 

⑨電子記録債権（でんさい等） 

⑧口座振替（自動引落）サービス 

⑦プリペイドカード 

⑥デジタル通貨（地域電子通貨・仮想通貨） 

⑤電子マネー（交通系・流通系） 

④スマートフォンによるバーコード収納 

③スマートフォンによるＱＲコード決済 

②デビットカード 

①クレジットカード 

153 

36 

120 

8 

1 

55 

20 

61 

16 

114 

0 50 100 150 200

⓪まったく関心がない・関係ない 

⑨電子記録債権（でんさい等） 

⑧口座振替（自動引落）サービス 

⑦プリペイドカード 

⑥デジタル通貨（地域電子通貨・仮想通貨） 

⑤電子マネー（交通系・流通系） 

④スマートフォンによるバーコード収納 

③スマートフォンによるＱＲコード決済 

②デビットカード 

①クレジットカード 
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有限会社 む ら か み  （店舗名：ユニオンファーマシー） 

代 表 者： 代表取締役 村上 和宣 

本社所在地： 神奈川県藤沢市藤沢３８ 

創 業： 昭和４８年４月２３日 

営 業 種 目： 漢方薬・一般薬品、化粧品等販売 

         及び処方箋調剤 

同社は、藤沢駅近隣地域の２店舗において、漢方薬・一

般薬品の販売及び処方箋調剤を通じ、真の“かかりつけ薬

局”を目指した経営で、社歴４０年超える老舗企業である。 

 開設当初より変わらぬポリシーである『絆』を大事にし、

お客様との絆、従業員との絆、家族との絆を基とした地域

住民の健康に貢献したいとの想いを継承しつつ、創業者よ

り引き継いだ代表者が、『絆』の進化（深化）に向けたチ

ャレンジを進めているところです。 

――【貴社の現況】 

 当社は、信頼される“かか 

りつけ薬局“となることを心 

掛けてきた結果、多くの健康 

相談者様に支えられ、安定し 

た売上を維持しています。 

もちろん、新規来店者様との接点確保を目指した活動も行

っており、年に数回新聞折込チラシを実施しています。当

社の折込チラシはあえて商品や価格は載せず、薬剤師とし

て私が書いたコラム、地域の“かかりつけ薬局”を目指し

ている当社の思い等を載せています。これは当社を地域の

皆様に知って頂きたいとの思いで行っており、新規来店者

数増加において、着実に結果につながっています。新規来

店者様が一度きりのご利用とならず、当社を信頼し再度ご

来店頂き、未来の薬局のファンになって頂くことが大事と

考え、来店者様お一人おひとりに向き合い、じっくりとご

相談頂ける体制作りをスタッフ一同心掛けています。 

そのために、私以下スタッフ一同で医薬品全般の知識

向上、情報蓄積に日々努めており、外部研修への参加

や社内ミーティングも欠かさず実施しています。この

努力があってこそ、現在の「提案力」があると思って

います。情報が重要であるとの考えは、来店者様への

発信だけではありません。当社が商品の仕入業者を決

める際、価格も大事ですが、仕入業者からの商品に対

する情報提供力（量）を最重要視しています。この仕

入業者からの情報提供力（量）は付加価値である考え

ます。当社の行う来店者様への情報提供の際に活用す

ることにより、当社の提案セールスも付加価値あるも

のになると確信し、これが当社の『絆』の進化（深化）

につながると考えます。 

――【今後の展望】 

薬局も、他業態同様に、大手と地域密着型に二分化

が進んでいると感じます。私自身大学卒業後１０年程

度大手調剤薬局に勤務した経験があります。来局患者

が多く、処方箋の処理が優先されるため、患者さん一

人ひとりとゆっくりお話しすることが難しいことも

ありました。その反省より、来店者様の相談に真摯に

向き合い、その方にあったより良い薬をご提案したい

という強い思いが生まれたことが、当社の営業方針に

大きく影響していると思います。その結果として、「ま

た次回も相談に来よう」と来店者様に思って頂けるよ

うな信頼関係構築こそが、『絆』であると考えます。

先日も以前に健康相談にご来店頂いた方より、自身の

養生薬購入と一緒にご家族の体調不良についてのご

相談を頂けたことがあり、大変嬉しく感じました。当

社は地域密着型の会社として、より多くの地域住民の

健康に貢献させて頂く、健康づくりのパートナーとし

て、地域 

と共に歩 

んでいき 

たいと考え 

ています。 

お客さま景況インタビュー 
インタビュー日付 

2019 年 2 月 28 日 

――【貴社の強み】 

 「提案力」に尽きます。来店者様からのご相談や症状に

対し、お一人おひとりの体質や状態の違いに合わせ、当社

スタッフ全員が最適な薬（治療薬、予防・養生薬）につい

てわかり易い説明を心掛けていることです。「人財力」と言

い換えることもできるかも知れません。この「提案力」の

維持・向上が当社の強みであると共に、同業他社との競争

を勝ち抜くうえで、必要不可欠な生命線であると考えます。 
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